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広く市民に交通安全思想の普及･浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、市民
自身による道路交通環境の改善に向けた取組みを推進することにより交通事故防止の徹底を図る。

市民に交通安全思想の普及･浸透を図るため、交通安全等に係る活動を継続し実施する。
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市、河内長野警察署ほか44の機関・団体で構成される河内長野市「交通事故をなくす運動」推進本部により実施される
交通安全運動や各種交通安全教室などの活動により広く市民に対し啓発活動を行い、交通事故防止の徹底を図る。
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委託 平成5年度以前 交通安全対策基本法第４条

河内長野市民

春・秋の全国交通安全運動に係る事業を軸とし、交通安全啓発に関する事業について継続し実施する。
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1.こどもと高齢者の交通事故防止、2.自転車の安全利用の推進、3.全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底、4.飲酒運転の根絶、5.交差点における交通事故防止の5項目に重点をおいた啓発運動により、交通事故
防止の徹底を図る。
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事業：交通安全対策事業                       

市民に交通安全思想の普及･浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとともに、

市民自身による道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進することにより交通事故防止の徹底を図った。  

 

細事業：交通安全啓発事業                      

１．交通事故をなくす運動事業 

春と秋に全国一斉に実施されるこの交通安全運動は、交通事故をなくす運動の一環として、関係機関の協力

を得ながら市民ぐるみで推進し、次の内容で実施した。 

交通事故をなくす運動事業委託料                        ２，０００，０００円 

春の全国交通安全運動（4/6～4/15） 秋の全国交通安全運動（9/21～9/30） 

交通安全初日キャンペーン 交通安全初日キャンペーン 

迷惑駐車放置自転車追放街頭指導 交通安全市民大会 

高年者交通安全リーダー研修会 迷惑駐車放置自転車追放街頭指導 

交通安全早朝街頭指導 交通安全早朝街頭指導 

交通安全街頭指導 自転車利用者安全走行指導 

母と子の交通安全講習 高齢者安全運転四輪スクール 

運転者講習会 運転者講習会 

 

２．各種交通安全教室の開催 

(1) 幼児交通安全クラブの交通安全教室 

市内の幼児交通安全クラブにおいて、春・秋の全国交通安全運動期間中の母と子の交通安全講習の他、

クラブ単位で交通安全教室を実施した。 

(2) 市内の幼稚園・保育園・小学校における交通安全教室 

市内の幼稚園・保育園・小学校・中学校において講話・映画・歩行訓練・自転車の実技指導等を実施し

た。 実施回数：園（所）・幼稚園（１２回）、小学校（１４回）、中学校（５回）、高等学校（１回） 

(3) 高齢者に対する交通安全教室 

春・秋の全国交通安全運動期間中行事における高齢者安全運転技能講習会や、高年者交通安全リーダー

研修会の他、地域の老人クラブ単位で交通安全教室（３回）を実施した。 

(4) 地域における交通安全運転者講習会 

春・秋の全国交通安全運動の準備期間中行事として、ドライバーを対象とした交通安全運転講習会を実

施した。 実施回数： 春 １２回、秋 １２回 

 


